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賢
治
の
韻
文
を
め
ぐ
る
話
題
と
し
て
は
、
ま
ず
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
に

お
け
る
「
ヒ
デ
リ
ー
ヒ
ド
リ
」
論
争
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

平
成
元
年
に
賢
治
の
教
え
子
で
あ
る
照
井
謹
二
郎
の
発
表
を
き
っ
か
け
に
、

読
売
新
聞
が
こ
れ
を
大
々
的
に
報
じ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
論
争
で
、
彼

等
は
「
ヒ
デ
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
シ
」
と
い
う
詩
句
の
「
ヒ
デ
リ
」

が
、
手
帳
に
は
「
ヒ
ド
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ヒ
デ
リ
」
へ
の
校
訂

は
誤
り
だ
と
主
張
す
る
。
「
ヒ
ド
リ
」
と
は
花
巻
で
は
日
雇
い
仕
事
で
も

ら
う
金
を
意
味
し
、
賢
治
は
日
雇
い
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
作
人
の

生
活
を
思
い
や
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
入
沢
康
夫
や
平
沢

信
一
ら
は
、
文
法
や
修
辞
か
ら
も
「
ヒ
ド
リ
」
で
は
お
か
し
く
、
賢
治
が

「
ひ
で
り
」
を
「
ひ
ど
り
」
と
書
き
間
違
え
て
い
た
他
の
例
な
ど
も
あ
げ

て
反
論
し
た
が
、
平
成
十
四
年
に
岩
手
県
住
田
町
に
建
て
ら
れ
た
「
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
」
詩
碑
に
は
「
ヒ
ド
リ
」
が
採
用
さ
れ
、
翌
年
、
花
巻
市
南
城

中
学
校
に
も
「
ヒ
ド
リ
」
の
詩
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
入
沢
は
こ
れ
に
関
す

る
文
章
の
み
を
集
め
て
『
「
ヒ
ド
リ
」
か
、
「
ヒ
デ
リ
」
か
』
（
書
肆
山

田 

Ｈ

22
・
５
）
を
刊
行
し
た
が
、
お
そ
ら
く
論
争
は
加
熱
こ
そ
す
れ
、

収
束
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
栗
原
敦
（
「
資
料
と
研
究
・

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
⑧
」
「
賢
治
研
究

110
」
宮
沢
賢
治
研
究
会 

Ｈ

22
・
６
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
論
争
の
背
景
に
は
「
「
本
文
校
訂
」
と
い
う

営
み
に
つ
い
て
の
理
解
の
深
浅
、
学
術
的
な
権
威
の
信
・
不
信
、
そ
れ
に

一
般
社
会
次
元
の
権
力
・
反
権
力
意
識
、
商
業
主
義
的
話
題
作
り
の
思
惑

な
ど
が
重
ね
ら
れ
」
、
さ
ら
に
浜
垣
誠
司
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
（
ヒ
ド

リ
説
を
主
張
す
る
人
は
）
あ
え
て
分
布
傾
向
を
考
え
る
と
、
地
元
花
巻
に

多
い
」
（
「
宮
沢
賢
治
の
詩
の
世
界
」
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
h
a
t
o
v
.
c
c
/
 

Ｈ

22
・
６
・

17
）
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
だ
。
論
理
的
に
語
れ
ば
語
る
だ

け
ヒ
ド
リ
派
は
地
元
・
反
権
力
・
反
権
威
と
い
っ
た
意
識
で
草
の
根
的
に

連
帯
し
、
こ
の
先
も
論
点
が
か
み
合
わ
な
い
ま
ま
に
多
く
の
言
葉
が
費
や

さ
れ
そ
う
だ
。
と
は
い
え
、
賢
治
作
品
が
い
わ
ゆ
る
研
究
者
以
外
に
も
開

か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
論
争
だ
と
思
え
ば
、
「
解
釈
と
教
材
の

研
究
」
ば
か
り
か
「
解
釈
と
鑑
賞
」
ま
で
休
刊
と
な
っ
た
国
文
学
研
究
業

界
と
し
て
は
、
む
し
ろ
幸
せ
な
事
態
だ
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

賢
治
に
関
す
る
事
典
と
い
え
ば
『
宮
沢
賢
治
大
事
典
』
（
勉
誠
出
版 

Ｈ

19
・
８
）
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
『
新
宮
沢
賢
治
語
彙
辞
典
』
（
東
京

書
籍 

Ｈ

11
・
７
。
改
定
準
備
中
）
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
宮

沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ヴ
学
事
典
』
（
弘
文
堂 

Ｈ

22
・
12
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
大
事
典
』
も
『
新
語
彙
辞
典
』
も
、
項
目
の
採
用
や
内
容
に
つ
い
て
多

く
の
批
判
が
あ
っ
た
が
、
『
イ
ー
ハ
ト
ヴ
学
事
典
』
は
、
「
基
本
的
に
、<

権
威>

を
め
ざ
し
て
い
な
い
」
。「
現
在
進
行
中
の
試
行
錯
誤
を
も
含
め
て
、

こ
れ
か
ら
の
研
究
の
た
め
の
方
針
、
計
画
、
手
が
か
り
を
求
め
、
あ
る
い

は
現
在
未
着
手
の
新
た
な
問
題
点
、
着
眼
の
可
能
性
を
も
、
大
胆
に
示
し

う
る
よ
う
に
と
」
企
画
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
栗
原
（
「
資
料
と
研
究
・

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
⑩
」
「
賢
治
研
究

113
」 

Ｈ

23
・
３
）
は
、
「
書
く
の
に

ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
苦

言
を
呈
す
る
が
、
確
か
に
そ
う
書
き
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
の
も
事
実
で
、
こ
う
し
た
事
典
の
場
合
の
想
像
力
が
、
ど
こ
ま
で
認

め
ら
れ
る
べ
き
か
は
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
。 



 

『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
（
筑
摩
書
房
）
が
平
成
二
十
一
年
三
月
に

「
別
巻
」
を
以
て
完
結
し
た
の
も
話
題
と
な
っ
た
。
索
引
篇
に
は
、
主
要

語
句
索
引
、
書
簡
索
引
、
年
譜
索
引
も
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
裨
益
す
る

所
は
大
き
い
。
ま
た
、
補
遺
篇
に
は
、
こ
の
度
の
震
災
で
有
名
に
な
っ
た

「
被
害
は
津
波
に
よ
る
も
の
最
多
く
海
岸
は
実
に
悲
惨
で
す
」
（
Ｓ
８
・

３
・
７
）
と
い
う
大
木
実
宛
ハ
ガ
キ
が
新
資
料
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
宮
沢
家
の
土
蔵
の
梁
の
上
部
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
い
う
詩
篇
「
〔
停

車
場
の
向
ふ
に
河
原
が
あ
っ
て
〕
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
詩
が

発
表
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
反
応
し
た
の
が
浜
垣
や
加
倉
井
厚
夫
「
賢
治
の
事

務
所
」
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
e
k
k
o
a
m
e
.
n
e
.
j
p
/
~
k
a
k
u
r
a
i
/

）
に
よ
る
ブ
ロ
グ

で
あ
っ
た
。
近
年
、
誰
で
も
簡
単
に
情
報
発
信
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
賢
治
に
関
連
す
る
ブ
ロ
グ
や
Ｈ
Ｐ
も
多
く
立
ち
上
が
っ
た
が
、
正
直

な
と
こ
ろ
玉
石
混
淆
で
、
論
理
性
や
実
証
性
に
欠
け
て
い
た
り
、
ど
こ
ま

で
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
コ
ピ
ー
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
筆
者
が
誰
か
わ
か

ら
ず
、
い
か
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
間
が
、
い
か
な
る
意
図
で
書

い
た
も
の
か
判
断
で
き
な
い
た
め
に
、
論
文
や
オ
フ
ラ
イ
ン
で
知
っ
て
い

る
人
の
も
の
で
な
い
と
信
用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か

し
、
ブ
ロ
グ
に
は
写
真
や
映
像
、
音
声
を
好
き
な
だ
け
使
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
圧
倒
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
と
読
者
が
簡
単
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
誤
り
を
指
摘
さ
れ
れ
ば
、
す

ぐ
に
修
正
が
で
き
る
。
論
文
で
あ
れ
ば
批
判
が
出
る
ま
で
に
三
年
、
修
正

に
も
三
年
ほ
ど
必
要
だ
ろ
う
が
、
数
週
間
で
す
べ
て
を
完
了
で
き
そ
う
だ
。

研
究
教
育
機
関
で
は
、
現
在
も
論
文
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
中
心
的
な
位
置

に
あ
る
が
、
電
子
情
報
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
批
判
す
る
こ
と
で
溜
飲
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
の
追
求
に
努
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
制
作
年
代
順
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
述
べ
る
こ
と
に

し
た
い
。
賢
治
に
よ
る
最
初
の
表
現
様
式
は
短
歌
だ
が
、
賢
治
を
詩
人
や

童
話
作
家
と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
歌
人
と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

そ
れ
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
賢
治
の
詩
や
童
話
の
原
型
と
し
て
、
あ
る

い
は
賢
治
の
精
神
史
、
特
異
な
感
覚
が
表
れ
る
例
と
し
て
語
ら
れ
る
場
合

が
多
く
、
今
野
寿
美
が
言
う
よ
う
に
「
賢
治
の
短
歌
を
短
歌
と
し
て
積
極

的
に
論
じ
、
位
置
づ
け
る
作
業
に
つ
い
て
は
ま
だ
今
後
に
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
」
（
『
大
事
典
』
）
。
し
か
し
、
望
月
善
次
が
「
賢
治
の
歌
」
（
Ｈ

17
・
４
・
１
～
Ｈ

20
・
３
・

16
）
を
「
盛
岡
タ
イ
ム
ス
」
に
千
五
十
回
に

わ
た
っ
て
連
載
し
、
佐
藤
通
雅
が
『
賢
治
短
歌
へ
』
（
洋
々
社 

Ｈ

19
・

５
）
を
刊
行
す
る
と
い
っ
た
成
果
も
出
て
い
る
。
賢
治
研
究
会
で
は
「
賢

治
研
究

109
」
（
Ｈ

22
・
３
）
か
ら
短
歌
の
読
書
会
記
録
が
始
ま
り
、
平
成

二
十
一
年
か
ら
は
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
の
特
設
セ
ミ

ナ
ー
で
短
歌
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
注
目
度
は
確
実
に
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。 

 

制
作
年
代
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
失
わ
れ
た
紙
葉
も
あ
っ
て
、
残
っ
た
も

の
を
繋
げ
て
も
完
全
な
復
元
が
困
難
だ
と
言
わ
れ
る
の
が
「
〔
冬
の
ス
ケ

ッ
チ
〕
」
で
あ
る
。
佐
藤
勝
治
が
復
元
を
試
み
る
も
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、

島
田
隆
輔
は
「
〔
冬
の
ス
ケ
ッ
チ
〕
現
状
に
迫
る
試
み
／
現
存
稿
（
広
）

グ
ル
ー
プ
・
標
準
型
（
一
）
に
お
け
る
」
（
「
宮
沢
賢
治
研
究A

n
n
u
a
l
8

」

賢
治
学
会 

Ｈ

10
・
３
）
等
で
、
文
語
詩
の
素
材
源
と
し
て
「
〔
冬
の
ス

ケ
ッ
チ
〕
」
を
捉
え
る
こ
と
か
ら
部
分
的
な
再
現
を
試
み
、
『
春
と
修
羅

（
第
一
集
）
』
に
お
け
る
妹
の
死
後
半
年
間
の
空
白
期
間
に
「
〔
冬
の
ス

ケ
ッ
チ
〕
」
と
「
〔
歌
稿
Ｂ
〕
」
は
清
書
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
提
言
も
行
っ
た
。 



 
『
春
と
修
羅
』
に
関
し
て
は
、
第
一
集
へ
の
言
及
が
多
く
、
こ
と
に
「
序
」

「
小
岩
井
農
場
」
「
春
と
修
羅
」
そ
し
て
「
永
訣
の
朝
」
を
は
じ
め
と
す

る
妹
ト
シ
の
死
と
そ
の
後
に
書
か
れ
た
作
品
群
に
論
文
が
集
中
し
て
い
る
。

最
近
の
成
果
と
し
て
は
、
制
作
の
舞
台
に
こ
だ
わ
っ
た
岡
沢
敏
男
『
賢
治

歩
行
詩
考 

長
編
詩
「
小
岩
井
農
場
」
の
原
風
景
』（
未
知
谷 

Ｈ

17
・
12
）

が
あ
り
、
千
葉
賢
治
の
会
の
機
関
誌
「
雲
の
信
号
７
、
８
」
（
Ｈ

20
・
９
、

Ｈ

22
・
９
）
で
は
、
第
一
集
を
特
集
し
、
い
わ
ゆ
る
人
気
作
品
は
も
ち
ろ

ん
「
青
い
槍
の
葉
」
「
昴
」
「
火
薬
と
紙
幣
」
「
犬
」
「
栗
鼠
と
色
鉛
筆
」

な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
興
味
に
引
き
つ
け
て
言
え
ば
、

拙
論
「
宮
沢
賢
治
論 

“
鉄
道
の
時
代
”
と
想
像
力
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞9

3
7

」 

Ｈ

21
・
６
）
で
、
第
一
集
に
は
鉄
道
に
関
連
す
る
作
品
が
多
く
、

鉄
道
詩
集
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
書
い
た
が
、
加
島
篤
「
童
話
「
月

夜
の
で
ん
し
ん
ば
し
ら
」
の
工
学
的
考
察
」
（
「
北
九
州
工
業
高
等
専
門

学
校
研
究
報
告

44
」 

Ｈ

23
・
１
）
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
賢
治
の

童
話
は
驚
く
ほ
ど
微
細
に
当
時
の
鉄
道
の
状
況
を
書
き
付
け
て
お
り
、
だ

と
す
れ
ば
鉄
道
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
第
一
集
を
細
か
く
読
み
直
せ
ば
、
さ
ら

に
様
々
な
世
界
が
開
け
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
サ
ハ
リ
ン
訪
問

の
行
程
に
つ
い
て
、
萩
原
昌
好
や
入
沢
、
ま
す
む
ら
ひ
ろ
し
、
浜
垣
ら
が

論
じ
、
藤
原
浩
『
宮
沢
賢
治
と
サ
ハ
リ
ン
』
（
東
洋
書
店 

Ｈ

21
・
６
）

が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
が
、
さ
ら
に
新
し
い
展
開
も
期
待
で
き
そ
う
だ
。 

 

第
二
、
三
集
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
天
沢
退
二
郎
が
「
「
第
三
集
」

の
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
つ
か
み
や
す
い
一
貫
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
比
べ
ま
す
と
「
春
と
修
羅 

第
二
集
」
と
い
う
も
の
は
い
ろ
ん
な

謎
を
は
ら
み
な
が
ら
、
ま
た
問
題
を
は
ら
み
な
が
ら
、
個
々
の
作
品
に
お

い
て
も
ち
ょ
っ
と
要
約
し
に
く
い
、
あ
る
い
は
群
れ
と
し
て
も
つ
か
み
に

く
い
点
が
多
々
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
魅
力
を
十
分
に
味
わ
い
あ
る

い
は
内
容
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
を
阻
ん
で
い
た
」
（
「
春
と
修
羅 

第

二
集
」
の
《
成
立
》
の
問
題
」
『
「
春
と
修
羅
」
第
二
集 

研
究
』
思
潮

社 

Ｈ

10
・
３
）
と
述
べ
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ

そ
第
二
集
は
研
究
者
を
引
き
つ
け
る
存
在
で
も
あ
る
よ
う
で
、
杉
浦
静
が

『
宮
沢
賢
治 

明
滅
す
る
春
と
修
羅
』
（
蒼
丘
書
林 

Ｈ
５
・
１
）
を
、

木
村
東
吉
が
『
宮
沢
賢
治
《
春
と
修
羅 

第
二
集
》
研
究
』
（
渓
水
社 

Ｈ

12
・
２
）
を
刊
行
し
、
そ
の
後
も
二
人
は
第
二
集
所
収
の
作
品
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
榊
昌
子
『
宮
沢
賢
治
「
春

と
修
羅 

第
二
集
」
の
風
景
』
（
無
明
舎
出
版 

Ｈ

16
・
２
）
や
伊
藤
眞

一
郎
『
宮
沢
賢
治<

旅
程
幻
想>

を
読
む
』
（
朝
文
社 

Ｈ

22
・

11
）
な
ど

の
刊
行
も
続
き
、
近
年
に
な
っ
て
大
竹
智
美
や
海
老
原
有
希
ら
の
新
し
い

論
者
も
こ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。 

 

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
文
語
詩
研
究
も
よ
う

や
く
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。
平
成
九
年
か
ら
賢
治
学
会
で
は
特
設
セ
ミ
ナ

ー
で
文
語
詩
を
取
り
上
げ
、
賢
治
研
究
会
に
よ
る
『
宮
沢
賢
治 

文
語
詩

の
森 

第
一
～
三
集
』
（
柏
プ
ラ
ー
ノ 

Ｈ

11
～

14
）
、
島
田
隆
輔
『
宮

沢
賢
治
研
究 

文
語
詩
稿
叙
説
』
（
朝
文
社 

Ｈ

17
・

12
）
、
信
時
『
宮

沢
賢
治
「
文
語
詩
稿
五
十
篇
」
評
釈
』
（
朝
文
社 

Ｈ

22
・

12
）
の
刊
行

が
続
い
た
。
信
時
は
、
島
田
が
文
語
詩
の
成
立
に
つ
い
て
初
期
段
階
と
再

編
段
階
に
分
け
た
こ
と
を
評
価
し
な
が
ら
、
賢
治
が
社
会
改
革
を
意
図
し

て
文
語
詩
を
書
い
て
い
た
と
い
う
点
に
は
疑
問
を
呈
し
、
多
く
の
人
々
に

愛
誦
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
賢
治
研
究

会
で
は
『
文
語
詩
の
森
』
の
刊
行
後
も
文
語
詩
を
重
視
し
、
「
賢
治
研
究1

0
8

」
（
Ｈ

21
・

12
）
か
ら
入
沢
が
「
文
語
詩
難
読
語
句
」
を
連
載
し
、
村



上
英
一
や
大
角
修
が
文
語
詩
論
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
中
四
国
宮
沢
賢
治

研
究
会
の
機
関
誌
「
論
攷
宮
沢
賢
治
」
に
も
、
島
田
を
は
じ
め
、
平
沢
、

木
村
、
伊
藤
、
奥
本
淳
江
、
平
山
英
子
ら
の
文
語
詩
論
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 

 

詩
全
般
に
つ
い
て
は
、
中
村
三
春
が
『
係
争
中
の
主
体
』
（
翰
林
書
房

 

Ｈ

18
・
２
）
で
、
「
宮
沢
文
芸
を
、
複
数
の
相
反
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

常
に
同
居
さ
せ
た
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
解
明
す
る
」
こ
と

を
試
み
、
ま
た
、
『
修
辞
学
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
（
ひ
つ
じ
書
房 

Ｈ

18
・

５
）
で
、
賢
治
詩
の
レ
ト
リ
ッ
ク
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
平
沢
は
『
宮
沢

賢
治
《
遷
移
》
の
詩
学
』
（
蒼
丘
書
林 

Ｈ

20
・
６
）
で
、
賢
治
に
お
け

る
文
学
の
発
生
に
遡
り
、
名
木
橋
忠
大
は
「
立
原
道
造
「
イ
メ
ー
ジ
の
氾

濫
」
を
超
え
て
」
（
「
東
京
大
学
国
文
学
論
集
４
」 

Ｈ

21
・
３
）
で
、

賢
治
を
「
か
な
し
い
う
そ
つ
き
」
だ
と
書
い
た
立
原
道
造
を
分
析
す
る
。

小
林
俊
子
は
『
宮
沢
賢
治 

絶
唱 

か
な
し
み
と
さ
び
し
さ
』
（
勉
誠
出

版 

Ｈ

23
・
８
）
で
、
賢
治
作
品
に
お
け
る
「
か
な
し
み
」
と
「
さ
び
し

さ
」
の
語
を
総
点
検
し
た
。 

 
 

韻
文
研
究
の
み
に
限
定
し
て
書
い
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
賢
治
は
『
春

と
修
羅
』
の
み
で
な
く
、
童
話
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
も
心
象
ス
ケ

ッ
チ
で
あ
る
と
呼
ん
で
お
り
、
童
話
に
関
す
る
研
究
書
や
論
文
へ
の
目
配

り
も
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
宗
教
と
の
関
係
、
隣
接
す
る
諸
分
野
と
の
関

係
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
こ
で
全
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

秋
枝
美
保
が
「
宮
沢
賢
治
と
ア
イ
ヌ
文
学
」
（
『
異
郷
の
死 

知
里
幸
恵
、

そ
の
ま
わ
り
』
人
文
書
院 

Ｈ

19
・
８
）
等
で
指
摘
し
た
ア
イ
ヌ
文
学
と

の
関
係
、
昆
野
伸
幸
が
「
近
代
日
本
の
法
華
経
信
仰
と
宮
沢
賢
治
」
（
「
文

芸
研
究

163
」 

Ｈ

19
・
３
）
で
示
し
た
国
柱
会
の
田
中
智
学
と
の
関
係
、

岡
村
民
夫
が
『
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
温
泉
学
』
（
青
土
社 

Ｈ

20
・
７
）
で
示

し
た
温
泉
文
化
圏
と
い
う
視
点
、
萩
原
孝
雄
が
「
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
「
近

代
の
超
克
」
」
（
「
賢
治
研
究

112
、

114
」 

Ｈ

22
・

12
、

23
・
７
）
で
展

開
し
た
問
題
提
起
等
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

近
年
、
地
質
学
の
方
面
か
ら
加
藤

ひ

ろ

か

ず

碩

一
『
宮
沢
賢
治
の
地
的
世
界
』
（
愛

智
出
版 

Ｈ

18
・

11
）
、
細
田
嘉
吉
『
石
で
読
み
解
く
宮
沢
賢
治
』
（
蒼

丘
書
林 

Ｈ

20
・
５
）
、
鈴
木
健
司
『
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
地
学
的
想
像

力
』
（
蒼
丘
書
林 

Ｈ

23
・
５
）
、
加
藤
・
青
木
正
博
『
賢
治
と
鉱
物
』

（
工
作
舎 

Ｈ

23
・
７
）
、
加
藤
『
宮
沢
賢
治
地
学
用
語
辞
典
』
（
愛
智

出
版 

Ｈ

23
・
９
）
等
の
仕
事
が
相
次
い
だ
。 

 

人
物
研
究
の
領
域
で
は
、
高
農
時
代
の
親
友
・
保
阪
嘉
内
と
賢
治
は
大

正
十
年
夏
に
「
訣
別
」
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
保
阪
庸
夫

が
そ
の
後
も
交
流
が
続
い
て
い
た
と
い
う
証
拠
を
新
し
く
示
し
て
い
る

（
「
幻
の
手
紙
た
ち
へ
」
『
宮
沢
賢
治 

若
き
日
の
手
紙
』
山
梨
文
学
館

 

Ｈ

19
・
９
）
。

だ

い

み

ょ

う

大

明
敦
も
『
心
友 

宮
沢
賢
治
と
保
阪
嘉
内
』
（
山

梨
ふ
る
さ
と
文
庫 

Ｈ

19
・

10
）
で
新
資
料
を
示
し
た
。
ま
た
、
同
じ
高

農
時
代
の
友
人
で
あ
る
小
菅
健
吉
の
書
簡
等
を
収
録
し
た
『
氏
家
町
史 

史
料
編 

近
代
の
文
化
人
』（
さ
く
ら
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

Ｈ

23
・
３
）

も
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
「
ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ

21
」
（
ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ

の
会 

Ｈ

16
・

11
）
か
ら
泉
沢
善
雄
の
「
賢
治
エ
ピ
ソ
ー
ド
落
穂
拾
い
」

が
連
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
見
逃
せ
な
い
。 

 

紙
数
の
関
係
か
ら
こ
の
五
、
六
年
の
業
績
を
中
心
に
書
い
て
き
た
が
、

よ
り
詳
し
く
は
「A

n
n
u
a
l

」
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
著
書
や
論
文
の

要
旨
を
掲
載
し
て
い
る
）
や
「
宮
沢
賢
治
研
究
文
献
目
録
」 

（h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
k
o
n
a
n
-
w
u
.
a
c
.
j
p
/
~
n
o
b
u
t
o
k
i
/

）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。 


